
NOC技術ノート No,94 

新製品

遅効性加硫促進剤ノクセラー DZについて

天然ゴムあるいは合成ゴムの配合物は， I王延作業，押

出し作業，そしてこれらに続く種々の成形作業などのエ

程で一般にスコーチと呼ばれる早期加硫を起しやすい傾

向があるため製造工程管理上，配合薬品の選択には充分

な配慮が必要とされます．

します． （実験2 図 1'図2)

ノクセラー DZの化学名および性状

化学名： N, N-Dicyclohexyl-2-benzothiazole 

sulfenamide 

弊社におけるスコーチに安全な遅効性促進剤として

は，ベンゾチアゾール・スルフ土ンアミド系のノクセラ

-CZ, ノクセラー MSA, ノクセラーPSA等があげら
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れます．

そこで今回は一般に使用されているノクセラー MSA

とこのたび新しく市販しました同系のノクセラー DZに

ついて文献にみられる実験結果と合わせて御紹介しま

す．

ノクセラー DZはノクセラー az,ノクセラー MSA,

性状・外観灰白色粉末

・融点 90℃以上

・溶解性 ベンゼン・四塩化炭素に易溶

ガソリン・エタノール・アセト

ンに可溶水に不溶

ノクセラー PSAと同じ遅効性促進剤でありますが，極

めてか酷な条件下にあっても遅効性が一段とすぐれてい

るという特徽を有しております．ノクセラー MSAは少

量配合よりむしろ多量配合の場合にスコーチの安全性が

高くなる傾向がみられますが，ノクセラー DZは少量配

合で十分な加硫効果を有し，多量配合ではむしろスコー

チが早くなる傾向があります． （実験 I)

実験 1 (A.A. Dibbo:Trans Inst,Rubber Ind., 

42 (No. 8)) 

配合 ペールクレープ 100 

ステアリン酸 3 

亜鉛華 5 

イ オウ 2.5 

試料 下記
ノクセラー DZとノクセラー MSAをおのおの O.Sphr

配合した場合，スコーチの安全性はノクセラー DZの方

が良好であるが，加硫物の物性はノクセラー DZの方が

やや引張強さと引張応力が低くこの傾向は 1.0phrでも

同じことがいえます． （実験 2'実験 3)

ムーニースコーチ試験 (@135℃)

ノクセラー DZにノクセラー D, ノクセラーPZ, ノ

クセラー TT, ノクセラー TSを二次促進剤として併用

しますとノクセラー D を除いた三促進剤は加硫を著し

＜促進します．また上述の併用試験にスコーチ防止剤ス

コノックを添加すると加硫時間をさほど遅延することな

しにスコーチの安全性を高めさらに加硫物の物性を改良

NOC技術ノートミスプリントの訂正．

No. 90 567頁加硫試験表（左側） M20。を Maooに訂正．

No. 91 641頁加硫試験表

試料 No.3の20分， 30分の Maooを 155, 160に訂正．

試料 No.5の50分の恥を 310に訂正．

No. 93 835頁加硫試験表

試料 No.2の40分の匹を 197に訂正．
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実験 2 (A.G. Buswell:Rubber, 150 (No.2) 

17 (1968)) 

配合

スモークドシート 100

ステアリン酸 3 

亜鉛華 3,5 

HAFーブラック 45 

プロセスオイル 3,5 

イオウ 2.5 

試料

No. I ノクセラーDZ 0.5 

No. 2 ノクセラーDZ 0.5 

スコノック 0.5 

ノクセラーMSA0,5 

ノクセラーMSA0,5 

スコノック 0.5 

No.3 

No.4 

~ プレス加硫（分，@150℃) 
ムーニー試験(@120℃) 

ムーニー粘度 ML-4 
スコーチタイム T20 (分）

モンサントレオメーター試験
(@ 150℃) 

インダクションタイムTバ分） 8 
最大トルク 64 

90%架橋度（分） 33 
Tn [kg/cm2] 260 

En [%] 570 

Msoo [kg/cm2] 98 

硬サ BS0 65 

レジリエンス (R.T) 58 
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No. 2 

配合No, I, No. 2に

下記の促進剤を併用

I. ノクセラーD O. I 

2. ノクセラーPZ 0. I 

3. ノクセラーTT 0.1 

4. ノクセラーTS O. I 
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レオメーター）JI! 硫時間 (90%CROSSLINKING• 分） 150℃ 

ノクセラー DZと二次促進剤の併用効果並ぴ

にスコノックの効果
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実験 3

配合

スモークドシート *I
ステアリン酸

亜鉛華

HAFーブラック
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レオメークー加硫時間 (90%CROSSLINKING, 分） 150℃ 

ノクセラー MSAと二次促進剤の併用効果並

びにスコノックの効果

0

3

5

 ゚

ー

イ

試

加硫試験

実験条件：プレス加硫 140℃，引張試験： JIS K 

6301-1962に準拠，試験機：テンシロン
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